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IEC: 規格解説: IEC 61851-21-1 Ed. 1.0 (2017-06) 電気車両 車載充電器

EMC 要件 
IEC 61851-21-1 Ed. 1.0 (2017-06) 電気車両の導電性充電システム - Part 21-1:電気車両 車

載充電器の AC/DC 電源への導電性接続に対する EMC 要件 

 本第 1 版は、IEC 61851-21-2 とともに、IEC 61851-21：2001 を廃止し、置き換える。技術的な

改訂である。本版には、IEC 61851-21：2001 と比較し、以下の重要な技術的変更が含まれ

る。 

a）本文書は、他の電気的試験を含まず EMC 試験のみを扱う。 

b）試験セットアップがより正確に定義される。 

c）附属書 A「疑似回路網 AN、非対称疑似回路網 AAN、及び充電スタンドの試験セットア

ップへの組み込み」を追加した。 

 

USA: FCC: KDB: TCB の機器認可前に、どんなデバイスに FCC のガイダ

ンスが必要か？  
 FCC がまだ個別のガイドラインを定めていない特定の種類の機器を認証するため、FCC は

KDB 文書 388624 D01 に述べられている承認前ガイダンス（PAG）手続きを採用した。一般

的に、要求される試験手順、試験機器、あるいはデバイスの設定、サポート、または試験に

必要な要求事項が定められていない場合に、TCB はこの PAG 手続きに従う必要がある。 

 

USA: CPSC: 適用すべき消費者製品安全規則の決定を支援する新たな規制

ロボットを開発 
 CPSC は、中小企業が自身の製品に適用される消費者製品安全規則を決定するのを助ける新た

な規制ロボットを開発した。 

 

USA: EPA: metlabs: バッテリーチャージャー規制 要順守: 2018/6/13 日以

降製造品 
 2018 年 6 月 13 日以降に製造される、米国市場向けのバッテリーチャージャーは、米国エネル

ギー省(DoE)の規制に従い、そのすべての動作および待機モードにおけるエネルギー効率測

定試験を行い、一定の効率レベルを満たす必要がある。 

 

EU: 新しい電球規則: 標準的な無指向性のハロゲン電球の使用禁止 
 2018 年 9 月 1 日から、エネルギー集約的で非効率なハロゲン電球は、EU 全域で販売されなく

なる。 

 

総務省: CISPR 35「マルチメディア機器-イミュニティ要求事項」国内規格

に対する意見募集 
 CISPR 35「マルチメディア機器の電磁両立性-イミュニティ要求事項」国内規格に対する委員

会報告（案）: 意見募集 

 「マルチメディア機器の電磁両立性 － イミュニティ要求事項」について、検討の結果、別添

のとおり一部答申（案）をとりまとめた。本国内規格と国際規格 CISPR 35 との間のデビエ

ーションもここに纏められている。 
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社長の独り言 
 

 

平成 30 年 10 月 15 日 

濱口 慶一 

 

台風も去り、急激に秋らしく冷え込む毎日が続きますが、皆様お変わりありませんか？お子さんのいらっ

しゃる方は秋の運動会などの学校行事で忙しいことと思います。皆様が順調にお過ごしであることを願っ

ています。 

 

前々回から、医療機器認証制度などで色々な製品の安全確認をさせて頂いている中で、製品安全に求めら

れる方向から思うことについて書いていますが、今回は乾電池の使用に関して皆様と安全の面での考え方

を共有したいと思うことを書きたいと思います。 

 

電池使用の機器に関してはいくつかの重要な確認事項があると思います。 

 

1. 電池の種類 

2. 電池ホルダーの設計時ならびに使用時の注意点 

3. 転極現象など 

  

1.に関して、電池のサイズの規格が作られ、その後、電池の材料に適した材料が見つかり、改良してきたた

めに、出力電流容量が大きい（内部抵抗の少ない）アルカリ電池、ニッカド電池、最近のリチウムイオン電

池等は、両極の短絡事故を生じると極端に発熱したり、発火するものがあります。電池から電子回路間に、

短絡電流で基板の細いパターンが焼き切れて発火しないように、できれば過電流保護装置やその代用とな

るものを組み込むなどの工夫が大切だと思うのです。そして何よりも取扱説明書や、可能であればバッテ

リーホルダーの中に、使用できる電池の種類を明記していただきたいと思います。 
 

2.に関して、電池工業会から各種ガイドラインが発行されていますので、製品開発、設計を担当されている

皆様には是非、ダウンロードしていただき、熟読されることをお勧めします。電池工業会のガイドラインは

次の URL を参照ください。URL: http://www.baj.or.jp/publication/books01.html） 

 

3.に関して、転極現象とは、電池が過放電状態を継続することにより、電池電圧が 0V 以下（マイナス電圧

を示す）になる状態をいいます。2 個以上の電池を接続して使用する場合、過放電するとこの転極現象が生

じ、液漏れや破裂が起こりやすくなります。「使い切った電池はすぐに機器から取り出してください。過放

電させると液漏れ、破裂のおそれがあります。」のような注意書きを取扱説明書に記載する必要があるでし

ょう。（参照：電池工業会「乾電池使用機器の電池室・端子安全設計ガイドブック（第 2 版）」） 

 

最近は製品を直接設計する企業が少なくなり、外国で開発設計された製品を輸入して日本国内で販売され

るケースが多くなりました。電池工業会などの、日本の企業が集まってできている業界団体発行のガイド

ラインには、今までの色々な問題を解決した内容が掲載されていますので、開発・設計や安全性適合評価等

に、是非とも利用していただきたいと思います。 

 

別の話題になりますが、最近では USB コネクターを備えた機器、また、例えばパソコンの USB 端子から

電力供給を受ける機器が多く市場に出てきています。USB の規格もどんどんバージョンアップされ、想定

されるよりも大きな電流を流す USB 端子もでてきており、USB 端子を設けている機器、USB 端子から電

力供給を受ける側の機器の双方で安全対策が必要と考えます。CB 申請の場合、IEC 62368-3(オーディオ/

ビデオ、情報および通信技術機器－第 3 部：通信ケーブルおよびポートを通じての DC 電力伝達)が CB ス

キームで認められるまでは、USB ポートが組み込まれる製品規格の要求事項に従って試験する、とされて

います。（(P)DSH2069A。現時点で非公開）現在、弊社では USB コネクターに接続される機器が情報処理

機器以外の場合でも、IEC 62368-1 の Limited Power Source と同等の評価を行っています。 

 

今回は電池と USB を取り上げましたが、皆様はいかがお考えでしょうか？いろいろなご意見をいただけれ

ば幸いです。 

 

http://www.baj.or.jp/publication/books01.html
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